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《内的表象》
テーマの理解 → メッセージの設定

心的符号化 文の生成
自動的処理(連想)
制御的処理(付加，具体化)
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（作文指導への応用）

文章産出研究の紹介

文章を書く(産出する)過程では，まず何を書くか(テーマ)について読んだり聞いたりすることを通
して心的な処理ができる形に情報を加工(符号化)して入力されます。その入力に基づき，テーマ
の理解と自分の知識とを融合して書くべきメッセージが設定されます。そして，それを文ごとに言
語化(生成)し，出力しています。
最近は，この文章産出の過程でどのような心的処理が行われているのかを解明しようとしてい

ます。また，児童生徒の文章産出過程について調べたいと考えています。将来的には児童生徒
の作文に関する介入研究も行いたいと思っています。


